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背景
•開発者がプログラムにどれぐらい精通しているかの測
定はよく研究されている 
- プログラムの構造の理解，開発ツールの理解，etc 

•プログラムの理解は本人しか分からないため，開発者
の行動を観測するで理解度を測定する 
•プログラムの理解を測定する指標は研究者によって異
なる

 2



問題と目的
•問題 
- 開発者のプログラムの理解を測定する，基準となるメト
リクスがない 
‣ 研究者は異なるメトリクスを使ったり，関係のないメトリクスを
使うかもしれない 

•目的 
- 開発者のプログラムの理解を測定する，数あるメトリク
スの評価を行う
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アプローチ
1.文献調査を行い，プログラム理解を図るために使われ
ているメトリクスを抽出する 
2.アンケートと開発者に課すタスクの結果をもとにメト
リクスを評価
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文献調査
• 2001~2010年の論文 
•プログラムの理解や専門性に着目した論文を288件抽
出
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各メトリクスの詳細
• Years 
- 経験年数 

• Education 
- 教育水準・成績 

• Self estimation 
- 自己評価 

• Unspecified 
questionnaire 
- アンケート（しかし内容
が分からないもの） 

• Size 
- 書いたコードのサイズ 

• Unspecified pretest 
- 事前にテストを行う 

• Supervisor 
- 監督者が被験者を評価 

• Not specified/not 
controlled 
- 測定したと述べているが，
内容を述べていない
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アンケート
•Unspecified questionnaire，Unspecified　
pretest，supervisor，Not specified/notは除外 
controlled 

•
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タスク
•被験者に10のタスクを与えて回答させる 
- スタックに関するタスク 
- リストに関するタスク 
- コマンドラインに関するタスク 
- バグ修正に関するタスク
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タスクと回答結果
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タスク アンケート
•学生を対象にタスクとアンケートを実施



結果
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自己評価に関するQとの相関があるものが多い



結果

• Factor1: 
- 主要言語に関する要因 

• Factor2: 
- プログラムした規模による要
因 

• Factor3: 
- 関数知識に関する要因 

• Factor4: 
- 経験的な要因 

• Factor5: 
- 命題知識に関する要因
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まとめ
•文献に見られるプログラム経験を表すメトリクスの評
価を行った 
•自己評価に関するメトリクスがプログラム経験をよく
表している 
•各メトリクスを5つの要因に分類した
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所感
•有効なメトリクスは，時と場合によって変わる気がす
る 
•文献調査で集まった論文は読んでみたい
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